
 

マラキ 

意味は「私の使者」 

御使い（使者）を意味する◄ 4397. Malak (מֲלְאָך ְ) 213 回►が語源 

 

 王を意味するメレキは別の単語 

◄ 4428. melek ( 2523 (מֶלֶ 回► 

◄ 4430. melek ( 180 (מְלַ 回► 

 

  （参考）：◄ 4442. Malki-tsedeq (מַלְכִּי־צֶדֶק) 2 回►

メレキゼデク 

 

1:1 宣告。マラキを通してイスラエルに臨んだ【主】のことば。 

 

1:2 「わたしはあなたがたを愛している。──【主】は言われる──しかし、

あなたがたは言う。『どのように、あなたは私たちを愛してくださったのです

か』と。エサウはヤコブの兄ではなかったか。──【主】のことば──しかし、

わたしはヤコブを愛した。 

 

1:6 「子は父を、しもべはその主人を敬う。しかし、もし、わたしが父である

なら、どこに、わたしへの尊敬があるのか。もし、わたしが主人であるなら、

どこに、わたしへの恐れがあるのか。──万軍の【主】は言われる──あなた

がたのことだ。わたしの名を蔑む祭司たち。しかし、あなたがたは言う。『ど

のようにして、あなたの名を蔑みましたか』と。 

 

1:9 さあ、今度は神に嘆願したらどうか。『われわれをあわれんでください』

と。このことはあなたがたの手によることだ。神があなたがたのうち、だれか

を受け入れるだろうか。──万軍の【主】は言われる── 

 



1:10 あなたがたのうちには、扉を閉じて、わたしの祭壇にいたずらに火をと

もせないようにする人が、一人でもいるであろうか。わたしはあなたがたを喜

ばない。──万軍の【主】は言われる──わたしは、あなたがたの手からのさ

さげ物を受け入れない。 

 

2:2 もし、あなたがたが聞き入れず、もし、わたしの名に栄光を帰することを

心に留めないなら──万軍の【主】は言われる──わたしは、あなたがたの中

にこののろいを送り、あなたがたの祝福をのろいに変える。もう、それをの

ろいに変えている。あなたがたがこれを心に留めないからだ。 

 

祝福（名詞）＝バラカ(名詞) ◄ ה  ).1293 כ ר berakah 69 (ב 回► 祝福。(google)

では「あいさつ 

 

2:7 祭司の唇は知識を守り、人々は彼の口からみおしえを求める。彼が万軍

の【主】の使いだからだ。 

 

祭司＝、◄ 3548. kohen (כֹּהֵן) 750 回►祭司 

 

2:14 「それはなぜなのか」とあなたがたは言う。それは【主】が、あなたと

あなたの若いときの妻との証人であり、あなたがその妻を裏切ったからだ。彼

女はあなたの伴侶であり、あなたの契約の妻であるのに。 

2:15 神は人を一体に造られたのではないか。そこには、霊の残りがある。そ

の一体の人は何を求めるのか。神の子孫ではないか。あなたがたは、自分の

霊に注意せよ。あなたの若いときの妻を裏切ってはならない。 

。 

 

残り＝◄ 7605. shear (שְׁאָר) 26回►ほかの(１歴 11:8) (１歴 16:41) (エズラ 3:8) 

(エズラ 4:3) (ネヘミア 10:28) (ネヘミア 11:1) (ネヘミア 11:20) (エステル 9:12)、

その他の(２歴 9:29)、残った(２歴 9:29) (イザヤ 11:16)、以外の(ネヘミア 11:1)、



残り(エステル 9:16) (イザヤ 10:19) ゼパニヤ 1:4)、残りのもの(イザヤ 10:20) 

(イザヤ 10:21) (イザヤ 10:21) (イザヤ 10:22) (イザヤ 11:11) (イザヤ 28:5)、残

った者 (イザヤ 14:22) (イザヤ 16:14) (イザヤ 17:3)、残る(イザヤ 21:17) 

 

子孫＝◄ 2233. zera (זֶרַע) 230 回►種まき、種、子孫 

 

注意せよ＝◄ 8104. shamar (שָׁמַר) 469 回►見張る、見る、守る、保つ 

(Ge:2:15) 守る、 

(Ge 3:24) 守る 

(Ge 4:9) 番人 

(Ge 17:9) 守る (契約を) 

(Ge 24:6) 気をつけて 

 

＠シャマールとは別の言葉◄ 8104. shamar 469 回►見張る、見る、守る、保

つ 

 

＠神にとっては「契約」と「子孫」は重要である。 

 

2:16 「妻を憎んで離婚するなら、──イスラエルの神、【主】は言われる──

暴虐がその者の衣をおおう。──万軍の【主】は言われる。」あなたがたは自

分の霊に注意せよ。裏切ってはならない。 

注意せよ＝◄ 8104. shamar 469 回►見張る、見る、守る、保つ 

 

@ 離婚は自分の霊にダメージを与える 

 

マラ 3:1 「見よ、わたしはわたしの使いを遣わす。彼は、わたしの前に道を

備える。あなたがたが尋ね求めている主が、突然、その神殿に来る。あなたが

たが望んでいる契約の使者が、見よ、彼が来る。──万軍の【主】は言われ

る。」 



 

＠契約の使者＝御使い 

わたしの前に道を整える=バプテスマのヨハネ 

契約＝◄ 1285. berith (בְּרִית) ►契約 

使者＝ ◄ 4397( מלאך). malak 213 回►Definition: a messenger 使者、御使

い 

 

3:8 人は、神のものを盗むことができるだろうか。だが、あなたがたはわたし

のものを盗んでいる。しかも、あなたがたは言う。『どのようにして、私たち

はあなたのものを盗んだでしょうか』と。十分の一と奉納物においてだ。 

 

十分の一＝◄ 4643. maaser or maasar or maasrah (מַעֲשֵׂר) 32 回► 十番目の

部分、十分の一、 

奉納物＝◄ 8641. terumah (תְּרוּמָה) 76 回►奉納物、(聖なる目的の)献金. 

 

＠「十分の一」＝収入の 1/10 と「奉納物」＝自主的な捧げ物は別で

ある。 

  したがって収入の 1/10 を捧げ、それとは別に他の献金をし、

宣教を支え、兄弟を助ける。 

 

3:9 あなたがたは、甚だしくのろわれている。あなたがたは、わたしのものを

盗んでいる。この民のすべてが盗んでいる。 

 

原文で「盗む」は 1 回だけ 

盗む＝◄ 6906. qaba 6 回►(HUB)多分盗む、訳出のほとんどは「盗む」とな

っている 

 

＠「十分の一」もともと主の物のなので捧げない事は泥棒である。 

＠盗んでいる＝（共）いつわっている 



 

3:10 十分の一をことごとく、宝物倉に携えて来て、わたしの家の食物とせよ。

こうしてわたしを試してみよ。──万軍の【主】は言われる──わたしがあな

たがたのために天の窓を開き、あふれるばかりの祝福をあなたがたに注ぐかど

うか。 

 

＠私の家の食物＝自分が霊的食物を得ているところに捧げる。引っ越

したなら自分が毎週行っている教会に「十分の一」を捧げること。 

＠万軍の主＝悪霊に対抗し、霊的権威を持って祝福を注がれる。 

 

祝福（名詞）＝バラカ(名詞) ◄ ה  ).1293 כ ר berakah 69 (ב 回► 祝福。(google)

では「あいさつ 

 

3:11 わたしはあなたがたのために、食い荒らすものを叱って、あなたがたの

大地の実りを滅ぼさないようにし、畑のぶどうの木が不作とならないようにす

る。──万軍の【主】は言われる── 

 

3:12 すべての国々は、あなたがたを幸せ者と言うようになる。あなたがたが

喜びの地となるからだ。──万軍の【主】は言われる。 

 

● 捧げることに関する御言葉（すでにあるのを知らないで書き出してしまっ

た● 

 

第１歴代誌 29:14 このように自ら進んで献げる力を持っているとし

ても、私は何者なのでしょう、私の民は何者なのでしょう。すべては

あなたから出たのであり、私たちは御手から出たものをあなたに献げ

たにすぎません。 

 

申命記 15:10 必ず彼に与えなさい。また、与えるとき物惜しみをし



てはならない。このことのゆえに、あなたの神、【主】は、あなたの

すべての働きと手のわざを祝福してくださるからである。 

 

第 2 コリント 9:6 私が伝えたいことは、こうです。わずかだけ蒔く

者はわずかだけ刈り入れ、豊かに蒔く者は豊かに刈り入れます。9:7 

一人ひとり、いやいやながらでなく、強いられてでもなく、心で決

めたとおりにしなさい。神は、喜んで与える人を愛してくださるので

す。 

 

第１コリント9:11 私たちがあなたがたに御霊のものを蒔いたのなら、

あなたがたから物質的なものを刈り取ることは、行き過ぎでしょうか。 

 

第１コリント 9:14 同じように主も、福音を宣べ伝える者が、福音の

働きから生活の支えを得るように定めておられます。 

 

ルカ 11:42 だが、わざわいだ、パリサイ人。おまえたちはミント、う

ん香、あらゆる野菜の十分の一を納めているが、正義と神への愛をお

ろそかにしている。十分の一もおろそかにしてはいけないが、これこ

そしなければならないことだ。 

 

ローマ 15:27 彼らは喜んでそうすることにしたのですが、聖徒たち

に対してそうする義務もあります。異邦人は彼らの霊的なものにあ

ずかったのですから、物質的なもので彼らに奉仕すべきです。 

 

＠全ては主のもの＝ 

コロサイ 1:16 なぜなら、天と地にあるすべてのものは、見えるもの

も見えないものも、王座であれ主権であれ、支配であれ権威であれ、

御子にあって造られたからです。万物は御子によって造られ、御子の

ために造られました。 



 

＠王のお金で宴会をしたときに王は喜んだ。（エステル 

ピリピ 4:19 また、私の神は、キリスト・イエスの栄光のうちにある

ご自分の豊かさにしたがって、あなたがたの必要をすべて満たしてく

ださいます。 

 

ルカ 6:38 与えなさい。そうすれば、あなたがたも与えられます。詰

め込んだり、揺すって入れたり、盛り上げたりして、気前良く量って

懐に入れてもらえます。あなたがたが量るその秤で、あなたがたも量

り返してもらえるからです。」 

 

箴言 19:17 貧しい者に施しをするのは、【主】に貸すこと。主がその

行いに報いてくださる。 

 

ハガ 2:8 銀はわたしのもの。金もわたしのもの。──万軍の【主】

のことば── 

 

申命記 23:18 いかなる誓願のためであっても、遊女の儲けや犬の稼

ぎをあなたの神、【主】の家に携えて行ってはならない。これはどち

らも、あなたの神、【主】が忌み嫌われるからである。 

 

第１ヨハネ 3:17 この世の財を持ちながら、自分の兄弟が困っている

のを見ても、その人に対してあわれみの心を閉ざすような者に、どう

して神の愛がとどまっているでしょうか。 

 

4:2 しかしあなたがた、わたしの名を恐れる者には、義の太陽が昇る。その翼

に癒やしがある。あなたがたは外に出て、牛舎の子牛のように跳ね回る。 

 

＠癒し＝献金をすることを含めて主の戒めを守った結果。 



＠解放＝外に出て、牛舎の子牛のようにはね回る。 

4:3 あなたがたはまた、悪者どもを踏みつける。彼らは、わたしが事を行う日

に、あなたがたの足の下で灰となるからだ。──万軍の【主】は言われる。 

 

＠（ローマ 16:20) 

 

4:4 あなたがたは、わたしのしもべモーセの律法を覚えよ。それは、ホレブで

イスラエル全体のために、わたしが彼に命じた掟と定めである。 

 

◄ 2142. zakar (זָכַר)()(232 回)► 思い出す 

 

 

4:5 見よ。わたしは、【主】の大いなる恐るべき日が来る前に、預言者エリヤ

をあなたがたに遣わす。 

 

＠エリヤの霊と力（ルカ１：１７） 

ルカ 1:17 彼はエリヤの霊と力で、主に先立って歩みます。父たちの

心を子どもたちに向けさせ、不従順な者たちを義人の思いに立ち返ら

せて、主のために、整えられた民を用意します。」 

 

4:6 彼は、父の心を子に向けさせ、子の心をその父に向けさせる。それは、

わたしが来て、この地を聖絶の物として打ち滅ぼすことのないようにするため

である。」 

 

父＝◄ 1.(  אב) ab 1212 回►父 

a bo wt[אבות]=(KJV)the fathers 

一族(レビ 6:25) 父(出 12:3)(直訳で「父の家」の父) 

 

子＝◄ 1121. ben 4932 回► 



bā·nîm(בנים)=(KJV)the sons 

 

 



＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠ ささげる ＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠ 

どこに 

マラキ 3:10 十分の一をことごとく、宝物倉に携えて来て、わたしの家の食物

とせよ。 

 

＠自分が霊的食物を得ている場所（自分の教会）に持ってくる。 

 ＠十分の一は与えるものではなく持ってくるものである。（それはも

ともと主のものなので） 

 

聖書を統括する動詞は「愛する」ではなく「与える」 

 

その結果 

マラキ 4:2 しかしあなたがた、わたしの名を恐れる者には、義の太陽が昇る。

その翼に癒やしがある。あなたがたは外に出て、牛舎の子牛のように跳ね回る。 

 

＠献金を含めて主の戒めを守るなら、癒しと、解放（はね回る）がある。 

 

マラキ 4:3 あなたがたはまた、悪者どもを踏みつける。彼らは、わたしが事

を行う日に、あなたがたの足の下で灰となるからだ。──万軍の【主】は言わ

れる。 

＠その時私達の敵は踏みつけられる。 

 

何を 

１、初物（箴言３：９）（２歴３１：５）・・・これらは１００％捧げる 

２、１/10（創世記１４：２０）・・・１/10 の捧げ物の起こりは律法ではなく

自発的なもの 

３、ささげもの（マラキ３：８） 、、それは、十分の一と奉納物によってで

ある。 

４、約束献金 



 

第２歴代 31:10 ツァドク家の祭司の長アザルヤが、彼に答えて言った。「人々

が奉納物を【主】の宮に携えて来ることを始めてから、食べて満ち足り、たく

さん残るようになりました。【主】が御民を祝福されたので、その残りがこん

なにたくさんあるのです。」 

 

マタイ 6:33 まず神の国と神の義を求めなさい。そうすれば、これらのものは

すべて、それに加えて与えられます。 

 

ヤコブ 1:17 すべての良い贈り物、またすべての完全な賜物は、上からのもの

であり、光を造られた父から下って来るのです。父には、移り変わりや、天体

の運行によって生じる影のようなものはありません。 

 

創世記 35:5 あなたがたの中から【主】への奉納物を受け取りなさい。すべて、

進んで献げる心のある人に、【主】への奉納物を持って来させなさい。すなわ

ち、金、銀、青銅、 

 

第１歴代誌 29:14 このように自ら進んで献げる力を持っているとしても、私

は何者なのでしょう、私の民は何者なのでしょう。すべてはあなたから出たの

であり、私たちは御手から出たものをあなたに献げたにすぎません。 

 

 

第２コリント 9:6 私が伝えたいことは、こうです。わずかだけ蒔く者はわず

かだけ刈り入れ、豊かに蒔く者は豊かに刈り入れます。 

9:7 一人ひとり、いやいやながらでなく、強いられてでもなく、心で決めた

とおりにしなさい。神は、喜んで与える人を愛してくださるのです。 

 

申命記 15:10 必ず彼に与えなさい。また、与えるとき物惜しみをしてはなら

ない。このことのゆえに、あなたの神、【主】は、あなたのすべての働きと手



のわざを祝福してくださるからである。 

 

第１コリント 9:11 私たちがあなたがたに御霊のものを蒔いたのなら、あなた

がたから物質的なものを刈り取ることは、行き過ぎでしょうか。 

 

第１コリント 9:14 同じように主も、福音を宣べ伝える者が、福音の働きから

生活の支えを得るように定めておられます。 

 

＠私達が受け取る権利 

 

第１コリント 9:15 しかし、私はこれらの権利を一つも用いませんでした。ま

た、私は権利を用いたくて、このように書いているのでもありません。それを

用いるよりは死んだほうがましです。私の誇りを空しいものにすることは、だ

れにもできません。 

 

＠私達が受け取らない権利 

 

ルカ 11:42 だが、わざわいだ、パリサイ人。おまえたちはミント、うん香、あ

らゆる野菜の十分の一を納めているが、正義と神への愛をおろそかにしている。

十分の一もおろそかにしてはいけないが、これこそしなければならないことだ。 

 

＠公儀や愛は大切であるが物質的なものを捧げる事も大切 

 

ローマ 15:27 彼らは喜んでそうすることにしたのですが、聖徒たちに対して

そうする義務もあります。異邦人は彼らの霊的なものにあずかったのですから、

物質的なもので彼らに奉仕すべきです。 

 

＠喜んで捧げる事はすばらしいが、実際は捧げる義務がある。 

 



コロサイ 1:16 なぜなら、天と地にあるすべてのものは、見えるものも見えな

いものも、王座であれ主権であれ、支配であれ権威であれ、御子にあって造ら

れたからです。万物は御子によって造られ、御子のために造られました。 

 

＠実際的には全ては主のものであって私達の物ではない。 

 

エステル 5:6 その酒宴の席上、王はエステルに尋ねた。「あなたは何を願って

いるのか。それを授けてやろう。何を望んでいるのか。王国の半分でも、それ

をかなえてやろう。」 

 

＠エステルは王の金で宴会をしたが王は喜んだ 

 

ピリピ 4:19 また、私の神は、キリスト・イエスの栄光のうちにあるご自分の

豊かさにしたがって、あなたがたの必要をすべて満たしてくださいます。 

 

ルカ 6:38 与えなさい。そうすれば、あなたがたも与えられます。詰め込んだ

り、揺すって入れたり、盛り上げたりして、気前良く量って懐に入れてもらえ

ます。あなたがたが量るその秤で、あなたがたも量り返してもらえるからで

す。」 

 

箴言 10:22 人を富ませるのは【主】の祝福。人の苦労は何も増し加えない。 

 

箴言 19:17 貧しい者に施しをするのは、【主】に貸すこと。主がその行いに報

いてくださる。 

 

ハガイ 2:8 銀はわたしのもの。金もわたしのもの。──万軍の【主】のこと

ば── 

 

申命記 23:18 いかなる誓願のためであっても、遊女の儲けや犬の稼ぎをあな



たの神、【主】の家に携えて行ってはならない。これはどちらも、あなたの神、

【主】が忌み嫌われるからである。 

 

第１ヨハネ 3:17 この世の財を持ちながら、自分の兄弟が困っているのを見て

も、その人に対してあわれみの心を閉ざすような者に、どうして神の愛がとど

まっているでしょうか。 

 

詩篇 50:12 たとえ飢えてもわたしはあなたに言わない。世界とそれに満ちるも

のはわたしのものだ。 

 

出エジプト 19:5 今、もしあなたがたが確かにわたしの声に聞き従い、わたし

の契約を守るなら、あなたがたはあらゆる民族の中にあって、わたしの宝とな

る。全世界はわたしのものであるから。 

 


